
　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
日
本
ε
還
羅
ミ
の
貿
易
に
つ
き
て

起
っ
た
こ
ご
で
な
く
、
當
時
高
議
卓
論
第
扁
流
で
あ
っ
て

文
久
二
年
の
頃
に
既
に
「
輿
天
下
爲
公
共
平
政
」
湖
翻
楠
な

ざ
云
は
れ
て
居
た
こ
ご
又
政
治
論
の
基
礎
が
孟
子
に
あ
っ

た
こ
暮
論
驕
購
輪
引
が
磐
爲
し
て
居
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
第
唱
號
　
　
　
一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ご
同
じ
ゃ
う
な
例
を
明
治
二
年
九
月

三
條
木
屋
町
に
於
け
る
大
村
満
次
郎
の
遭
難
の
原
因
に
就

て
も
見
る
こ
ご
が
出
写
る
。

漏
本
ご
逞
羅
ご
の
貿
易
に
つ
き
て文

學
博
士
　
新

村

出

　
予
は
寒
林
大
正
十
二
年
七
月
及
び
十
三
年
…
月
號
に
於

て
日
逞
爾
國
の
關
係
に
つ
い
て
史
的
槻
察
を
試
み
た
Q
そ

れ
に
由
れ
ば
、
邊
羅
の
國
使
が
謄
本
に
渡
來
し
た
の
は
、

嘉
慶
二
年
（
元
中
五
年
）
師
ち
明
の
洪
武
二
十
一
年
に
あ
た

る
、
戊
辰
年
．
西
紀
一
三
入
入
年
を
最
初
こ
す
る
が
、
そ

れ
は
高
麗
奥
に
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
國
使
に
は
記
録

が
な
い
。
而
も
段
本
に
定
器
｝
年
ご
あ
る
。
逞
使
が
蒋
鷲

亡
び
か
け
て
み
た
高
麗
の
朝
に
來
貢
し
た
の
は
、
戊
辰
か

ら
三
年
後
の
塁
壁
、
元
中
八
年
（
明
徳
二
年
目
す
な
は
ち
明

の
洪
武
二
十
四
年
、
西
紀
＝
ご
九
一
年
の
こ
ご
で
あ
っ
た
。

か
く
て
H
本
で
は
南
北
が
合
一
し
、
朝
鮮
で
は
李
朝
が
興

っ
て
後
わ
っ
か
数
年
し
て
、
背
黒
が
再
び
入
豪
し
た
や
う

な
事
が
あ
っ
た
○
そ
れ
は
三
無
四
年
す
な
は
ち
洪
武
三
十

年
丁
丑
、
李
朝
太
租
の
六
年
、
西
紀
一
三
九
四
年
の
こ
と



で
あ
っ
旋
。
営
農
船
が
琉
球
に
航
行
し
た
こ
ご
の
史
に
見

え
て
み
る
の
で
は
、
慮
永
十
一
年
（
永
樂
二
年
）
、
西
紀
一

四
〇
四
年
が
最
も
古
い
。
こ
れ
は
三
山
統
一
以
前
の
こ
ご

で
あ
る
が
、
琉
球
の
方
か
ら
ぽ
、
宝
永
二
十
七
年
（
永
樂

・
十
入
年
）
西
紀
一
四
二
〇
に
至
っ
て
、
中
・
山
王
思
紹
（
巴

志
の
父
）
が
使
を
遣
は
し
て
逞
羅
ご
修
交
し
た
。
か
や
う

に
朝
鮮
や
琉
球
ご
の
交
通
が
あ
っ
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
露

量
が
日
本
に
渡
書
し
た
こ
ビ
も
察
し
得
べ
き
で
あ
る
。
逞

國
ビ
鮮
暑
気
土
こ
の
閣
係
が
以
上
の
如
く
な
る
は
西
暦
十

西
世
紀
の
末
か
ら
十
五
世
紀
の
初
に
か
け
て
の
約
三
十
年

間
に
あ
だ
る
明
初
で
あ
る
Q
百
年
後
の
十
六
世
紀
の
初
に

葡
萄
客
人
が
、
邊
羅
ご
腹
曹
H
に
接
壌
せ
る
マ
ラ
ッ
カ
に
來

濾
苧
し
た
ビ
き
、
ヅ
ケ
ォ
ス
（
琉
球
・
人
）
ま
た
ゴ
事
レ
ス
（
肯
同

麗
人
）
を
見
た
ε
い
ふ
由
來
を
考
へ
れ
ば
，
右
の
時
代
ま

で
遡
る
わ
け
で
あ
る
。

　
蔵
人
が
日
本
に
漂
等
し
た
天
文
十
二
年
（
嘉
靖
二
十
二

年
）
西
紀
｝
五
四
三
年
の
こ
ろ
、
即
ち
凡
そ
十
六
世
紀
の

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
難
纂
　
　
臼
本
定
退
羅
定
の
貿
易
に
つ
毫
て

中
程
に
点
て
は
、
日
本
は
既
に
鋸
盤
の
こ
ご
を
知
っ
て
居

た
や
う
で
あ
る
。
支
那
人
や
朝
鮮
入
や
琉
球
入
に
よ
つ
で
，

そ
れ
を
聞
い
た
ビ
見
ら
れ
る
。

　
東
山
時
代
す
な
は
ち
西
暦
十
五
世
紀
の
後
孚
期
こ
ろ
よ

う
盛
ん
に
な
つ
だ
茶
器
の
中
に
は
、
南
平
系
統
の
盗
器
類

も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
直
接
の
輪
入
に
よ
る
も
の
で

な
く
し
て
大
抵
支
那
朝
鮮
琉
球
か
ら
の
間
接
の
傳
來
で
あ

ら
う
。
後
世
ス
ン
コ
ロ
ク
手
ご
呼
ぶ
茶
入
の
如
き
は
、
三

審
メ
ナ
・
河
の
上
流
ス
・
ン
カ
・
ク
ω
・
垂
・
量
、
麟
畿

醸
の
地
の
土
を
以
て
宋
の
青
撃
模
造
し
た
も
の
だ
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
寛
・
文
四
年
茶
堂
研
に
よ
る
に
、
肯
璽
㎜
鹿

出
來
な
り
ε
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
も
推
察
し
て
、
足
利
時

代
に
も
既
に
邊
國
の
貨
物
が
間
接
に
渡
來
し
て
み
た
こ
ご

が
考
へ
ら
れ
る
ご
思
ふ
。

　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ア
ノ
》
暮
。
風
。
Ω
黒
く
碧
。
の
新

論
登
見
・
史
に
從
へ
ば
、
下
人
が
日
本
を
登
見
す
る
に
至
っ

た
の
は
、
、
蓬
羅
國
よ
り
出
奔
し
た
三
人
の
葡
萄
牙
商
買
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
、
號
　
　
　
一
〇
三
　
（
一
〇
三
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
本
ミ
遙
羅
ミ
の
貿
易
に
づ
・
き
て

寧
波
へ
向
ふ
海
上
難
風
に
遭
・
つ
て
種
ケ
島
に
漂
着
し
た
の

に
、
由
期
す
る
。
こ
の
書
に
よ
れ
ば
其
の
年
代
は
一
五
四
二

年
帥
ち
天
交
十
一
年
に
な
る
が
、
南
浦
文
集
の
鐵
炮
記
に

よ
っ
て
其
翌
年
ご
す
る
方
が
眞
に
近
い
ご
さ
れ
て
る
る
Q

日
邊
通
交
が
鐵
炮
ご
結
び
つ
け
ら
れ
た
奇
し
き
因
縁
は
ご

～
に
、
起
る
。
次
に
ピ
ン
き
一
の
漂
泊
物
語
に
よ
っ
て
も
、

彼
が
日
本
來
航
に
先
だ
ち
て
．
邊
羅
の
南
邊
パ
タ
ニ
（
太

泥
）
お
よ
び
ヲ
ゴ
ル
（
面
向
）
邊
を
荒
聾
し
ま
は
っ
て
寧
波

に
も
來
た
が
、
種
子
島
に
着
く
ま
で
に
は
前
後
支
那
の
漕

海
量
地
方
を
経
歴
し
た
こ
ご
に
な
っ
て
み
る
。

　、

註
l
渡
來
以
後
六
年
に
し
て
、
天
丈
十
入
年
（
嘉
靖
こ

十
入
年
）
西
紀
一
五
四
九
年
に
杢
つ
で
西
激
の
宣
布
が
始

ま
つ
だ
。
そ
の
後
十
年
を
経
で
京
都
に
天
主
激
の
布
巌
を

見
る
に
及
ん
だ
。
新
刊
猫
農
本
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
に
函

る
に
、
　
一
五
山
ハ
○
年
（
永
藏
三
年
）
俘
天
華
ヅ
ィ
レ
ラ
が
京

都
に
於
て
屡
々
幾
多
の
僑
侶
に
接
し
た
こ
き
の
問
答
の
う

ち
に
、
騨
迦
が
二
本
支
那
邊
羅
に
於
て
奪
崇
さ
れ
て
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
∵
號
　
　
　
一
〇
四
　
（
「
○
凶
）

ご
い
ふ
文
句
ま
た
田
本
か
．
ら
支
那
へ
、
支
那
か
．
ら
邊
羅
へ
、

選
羅
か
ら
印
度
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
何
里
あ
る
か
，
こ
い
ふ
質
問

が
み
え
て
み
る
○
さ
れ
ば
少
く
ご
・
も
僧
侶
は
、
支
那
ご
印

度
ご
の
中
間
に
邊
羅
の
介
存
し
て
み
る
く
ら
ゐ
の
こ
ご
は

心
得
て
み
た
、
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
臼
支
逞
相
互
聞
の
里

程
を
隠
妻
連
に
問
う
た
の
は
、
大
徳
寺
の
老
僧
で
あ
う
だ

の
で
あ
る
。

　
倭
冠
が
江
漸
に
、
熾
で
あ
っ
た
嘉
事
三
十
年
代
の
こ
ろ
、

師
ち
西
紀
｝
五
五
〇
年
代
に
重
て
、
日
本
、
に
も
渡
ケ
豊
後

に
來
た
鄭
重
功
が
、
嘉
靖
四
十
三
年
（
毒
腺
七
年
）
西
紀
一

五
六
四
年
に
編
纂
し
た
白
本
一
締
窮
単
襲
海
の
審
二
、
器

用
謬
の
部
を
見
奮
、

　
手
銃
　
初
出
佛
下
機
國
之
華
墨
始
敏
。
種
島
之
夷
所
作
也
。
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
則
棒
津
垣
戸
豊
後
和
泉
等
割
通
作
之
。
其
鐡
既
脆
不
可
作
。

　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
む
　
ヘ
　
へ

　
　
多
市
邊
羅
鐵
作
也

之
に
由
る
ご
、
輝
北
傳
來
の
後
こ
十
年
を
経
て
種
子
島
よ
，

）
坊
津
や
李
』
戸
や
豊
後
、
更
に
ド
泉
州
堺
に
ま
で
弘
ま
つ



　
た
こ
ご
が
わ
か
り
、
南
浦
文
集
の
補
遺
と
も
裏
書
こ
も
な

　
つ
て
み
る
Q
臼
本
一
鑑
の
珍
寳
部
の
鐵
の
條
に
は
、
礁
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も

後
越
中
備
中
陸
奥
者
佳
、
可
爲
刀
、
不
可
作
銃
、
蓋
繰
鐵

　
へ　

也
ご
見
え
て
み
る
の
で
、
日
本
の
鐵
が
銃
炮
を
造
る
に
適

　
せ
ざ
る
こ
ご
を
知
り
、
從
っ
て
逞
羅
の
鐵
を
輸
入
す
る
の

　
要
が
あ
っ
た
こ
ご
が
明
か
に
な
る
ゆ
次
に
硝
石
に
写
し
て

　
幽
く
、
硝
、
土
産
所
無
、
近
則
霧
市
於
激
高
、
遠
回
興
販

　
於
倉
皇
、
ε
あ
る
。
當
時
本
草
學
未
だ
開
け
す
難
産
の
有

　
無
を
明
か
に
し
が
た
い
が
、
鄭
氏
の
言
に
よ
る
ビ
き
は
、

　
支
那
や
逞
羅
に
供
給
を
仰
い
だ
も
の
ビ
見
え
る
。
戦
國
時

・
代
に
あ
っ
て
重
要
な
る
兵
器
お
よ
び
火
藥
の
原
料
を
逞
羅

　
か
ら
得
た
こ
ε
は
興
味
あ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
天

　
業
晒
緑
の
交
よ
り
醗
に
行
は
れ
た
こ
い
ふ
の
は
盆
々
面
臼

　
い
ビ
思
ふ
。

　
　
そ
れ
よ
り
も
四
十
徐
年
後
に
な
る
が
、
慶
長
十
年
東
端

　
塞
國
主
よ
り
徳
川
家
康
へ
の
献
上
品
に
逞
羅
鳥
銃
二
門
お

　
よ
び
そ
の
附
属
品
を
賂
つ
た
こ
ε
が
、
私
の
所
藏
に
か
、

　
　
噌
　
第
十
一
」
強
　
　
’
雑
一
難
　
　
・
欝
本
定
逞
羅
ミ
の
貿
易
に
つ
壷
て

る
相
互
寺
書
翰
屏
風
の
模
霧
に
見
え
る
。
外
蕃
通
書
憲
十

入
に
も
之
を
引
用
し
て
右
の
國
書
を
載
せ
る
ご
共
に
、
家

康
よ
り
め
謝
状
を
も
瞬
げ
た
Q
特
に
鳥
銃
等
の
贈
物
を
獣

ぶ
ざ
い
ふ
意
が
表
は
し
て
あ
る
。
異
学
往
來
ご
異
國
日
記

ご
に
由
っ
た
の
で
あ
る
。
た
い
同
年
吏
塘
塞
國
よ
り
の
來

信
に
代
儂
を
差
出
し
て
良
馬
銅
鐵
刀
銃
等
の
物
を
買
ひ
た

き
肉
を
串
寓
し
て
來
た
に
擁
し
て
家
康
か
ら
逸
馬
銅
鐵
刀

画
策
の
土
宜
求
む
る
所
に
随
ふ
べ
し
ご
返
書
し
て
み
る
所

か
ら
察
し
、
又
慶
長
十
五
年
家
康
よ
り
同
國
へ
の
贈
與
に

鐵
炮
三
十
挺
ご
あ
る
（
外
蕃
捨
書
十
九
）
所
か
ら
み
る
ご
、

日
本
か
ら
鍛
砲
を
邊
翻
し
た
こ
ご
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
蓬
々
製
の
は
格
段
優
れ
て
み
た
ε
見
え
、
馬
丁
か
ら

逞
銃
を
も
ら
っ
た
翌
年
、
慶
長
ナ
一
年
西
紀
｝
六
〇
六
に

家
康
は
邊
羅
國
王
に
書
を
回
り
、
宴
人
於
貴
宮
所
依
頼
者

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
マ

本
々
奇
楠
香
魚
品
質
炮
也
ご
懇
望
し
て
み
る
。
慶
長
十
五

年
家
康
よ
b
の
書
翰
お
よ
び
本
多
上
野
介
正
純
よ
り
の
添

書
に
も
、
來
歳
の
船
に
て
鐡
炮
ざ
璽
硝
ご
の
投
恵
を
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
麟
　
　
9
0
五
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
第
、
十
二
巻
　
　
雑
，
纂
　
　
縫
本
ミ
逞
羅
蜜
の
貿
易
に
つ
き
て

し
、
邊
王
よ
り
の
割
拠
目
録
に
鐵
炮
五
十
柄
ご
出
て
み
る

の
な
ご
か
ら
考
へ
る
ご
、
邊
銃
は
よ
ほ
ご
勝
れ
て
み
た
に

違
ひ
な
く
、
宇
世
紀
以
前
の
日
本
一
坐
の
記
載
ご
符
節
を

合
は
す
こ
ε
を
登
関
す
る
。
逞
國
か
ら
銃
五
＋
柄
を
得
だ

同
年
に
鉋
三
十
挺
を
平
紐
に
與
へ
て
る
る
の
な
ご
も
極
め

て
妙
な
振
舞
に
見
え
る
。
私
た
ち
を
し
て
そ
の
十
数
年
後

に
起
つ
た
如
き
邊
曽
爾
下
間
の
鞍
璽
の
既
に
そ
の
頃
に
も

在
っ
た
の
で
は
な
い
か
ご
想
は
し
め
る
ほ
ざ
で
あ
る
。

　
逞
羅
よ
り
鐵
炮
の
進
献
は
家
慶
の
死
後
に
も
及
ん
で
み

る
。
亦
外
蕃
親
書
に
よ
る
に
、
元
和
七
年
同
病
の
有
司
よ

り
長
野
奉
行
ご
本
多
上
州
ご
に
宛
て
た
書
翰
に
、
各
献
上

品
ご
し
て
鳥
銃
一
甥
ご
記
る
し
、
飾
登
機
虚
純
用
眞
金
ご

註
し
た
。
元
和
九
年
忌
邊
羅
國
王
よ
り
の
書
翰
に
も
、
機

構
鳥
銃
二
門
ご
見
え
て
み
る
。
か
く
の
如
く
天
文
永
腺
よ

り
慶
長
元
和
に
か
け
て
、
邊
國
よ
り
新
鋭
武
器
の
喩
入
賂

進
の
あ
っ
た
こ
ご
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
Q
樹
叉
元

和
七
年
山
田
長
政
よ
り
土
井
大
炊
頭
利
勝
に
璽
禰
二
百
斤

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
躍
一
箪
　
　
　
唖
〇
六
　
（
～
、
〇
六
〉

を
量
っ
た
こ
ざ
の
あ
る
事
柄
も
、
前
後
相
樹
照
し
て
考
へ

　
る
ご
興
味
が
深
い
。
日
遅
貿
易
に
關
し
て
は
往
年
内
阻
博

士
も
研
究
を
獲
表
さ
れ
た
、
と
が
あ
っ
た
が
、
一
部
分
な
が

ら
私
の
調
べ
π
所
は
之
に
謝
し
て
多
少
の
壇
補
が
あ
る
。

次
に
私
見
に
よ
る
ご
、
日
本
に
贈
っ
た
鐵
炮
は
邊
羅
で
の

製
品
で
は
な
く
、
厭
軍
人
が
邊
羅
へ
持
渡
っ
た
も
の
を
、

更
に
同
輩
か
ら
再
楡
出
し
た
の
で
あ
ら
う
ε
い
ふ
内
田
氏

の
見
解
は
置
懇
尤
で
あ
る
け
れ
ご
嵐
）
、
私
は
必
ず
し
も
さ

う
は
考
へ
な
い
。
束
國
よ
り
の
進
物
の
中
に
特
に
逞
羅
鳥

銃
ご
こ
ご
わ
っ
た
り
し
て
あ
る
所
か
ら
見
て
も
、
逞
國
の

特
産
ご
見
る
方
が
よ
い
ε
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
神
階
よ
り
の
輸
入
品
に
は
、
内
田
氏
の
畢
げ
ら
れ
た
貨

・
物
の
外
に
、
元
腺
入
年
刊
行
の
還
却
遍
商
蔦
及
び
寳
永

五
年
刊
行
の
増
補
繋
専
領
風
景
諮
に
見
え
た
逞
羅
の
土
産

を
数
へ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
ワ
レ
ン
タ
イ
ン
の
新
薔

東
印
度
畑
中
の
邊
羅
志
に
記
載
す
る
貿
易
品
及
び
土
産
品

を
も
見
逃
が
す
わ
け
に
ゆ
か
粗
。
後
者
は
今
姑
く
こ
れ
を



耀
き
、
前
者
に
つ
い
て
二
三
の
鶏
肋
を
添
へ
る
こ
ご
に
す

る
。
増
補
通
商
考
駈
載
の
邊
羅
土
産
中
，
第
一
に
注
意
さ

　
　
　
　
　
ロ
へ
　
　
ぶ
　
　
へ

れ
る
の
は
、
臼
焔
硝
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
一
鑑
．
や
異
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
サ

日
記
既
製
篇
の
記
撃
呼
贋
隻
る
。
次
に
花
布
は
、
別

　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ

に
邊
羅
染
ビ
い
ふ
名
で
京
都
地
方
に
は
知
ら
れ
て
を
り
。

ま
た
逞
下
屋
こ
い
ふ
家
も
こ
の
地
方
に
存
し
た
ほ
ざ
、
逞

國
輸
入
の
更
紗
が
ひ
や
い
て
る
た
。
丈
献
に
最
も
古
く
あ

ら
は
れ
た
の
は
、
寛
永
十
五
年
に
撰
し
た
松
江
重
頼
の
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ム
　
　
ロ

吹
草
雌
で
あ
っ
て
、
紗
羅
染
ご
あ
る
。
尤
も
刊
行
は
少

し
後
れ
て
正
保
二
年
で
あ
り
、
そ
の
以
後
の
重
刊
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

享
保
の
長
崎
夜
話
草
の
附
録
に
、
花
莚
の
製
造
は
も
ご
遍

羅
人
よ
り
の
傳
來
な
り
ば
あ
る
が
、
増
補
通
商
考
の
方
に

も
、
邊
國
土
産
品
中
の
花
莚
に
註
し
て
、
是
に
習
っ
て
長

崎
に
て
造
る
ご
あ
る
。
但
し
気
書
共
に
同
地
の
西
川
如
見

の
著
述
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
ニ
ツ
チ
　
　
　
シ
ユ
オ
ウ
　
じ
ウ
コ
ン

　
紅
土
、
昏
黄
、
欝
金
な
ご
の
染
料
顔
料
の
類
も
見
え
る

ヘ
　
へ

玄
黄
に
は
、
絡
具
シ
ユ
ヲ
ウ
汽
雌
黄
）
の
こ
ご
、
註
し
て
あ

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
纂
　
　
n
口
本
曾
遙
羅
建
の
貿
易
に
つ
き
て

　
．
O
が
、
之
に
關
し
で
は
本
草
家
に
し
て
叢
家
を
余
ね
た
雫

賀
源
内
の
名
著
物
類
品
騰
罐
の
雌
黄
の
條
ご
、
・
多

　
ド
の
條
ご
を
饗
照
す
べ
き
で
あ
る
。
雌
黄
の
條
下
に
は
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

弘
景
を
引
用
し
て
扶
南
林
邑
に
出
す
昏
考
量
を
箆
楼
黄
ご

．
謂
ひ
和
金
の
如
く
書
家
の
重
ん
ず
る
所
な
り
ご
あ
り
、
コ

　
ヲ
川
ド
の
條
下
に
は
、
和
名
シ
ャ
ム
デ
イ
（
邊
羅
泥
）
ご
云

ひ
、
植
物
性
の
藤
黄
よ
り
も
優
れ
る
こ
ご
を
述
べ
て
を
る
。

　
　
ウ
コ
ン

次
に
欝
金
は
増
補
通
商
考
に
註
し
て
ザ
プ
ラ
ン
ご
云
、
多

く
は
染
物
に
用
る
な
り
、
又
は
唐
入
魚
肉
の
料
理
に
用
る

ご
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
漢
三
才
圖
會
畿
＋
三
に
、
古
へ
は

邊
羅
よ
り
多
く
解
る
故
に
今
旦
東
南
京
輻
州
よ
り
少
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

断
る
も
皆
こ
れ
を
邊
羅
馨
金
こ
い
ふ
ご
あ
る
。
こ
の
書
は

正
徳
年
間
の
著
作
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
通
商
考
増
補
本
よ

り
は
少
し
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
物
の
輸
入
は
實
永
以
後

少
し
喪
へ
た
や
う
に
見
え
る
。
染
料
た
る
蘇
木
の
こ
ご
は

著
名
で
あ
る
か
ら
こ
、
に
は
濯
げ
な
い
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
感
激
の
鹿
皮
は
有
名
で
あ
）
、
フ
レ
ン
タ
イ
ソ
の
志
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヤ

も
特
筆
し
て
あ
る
。
増
補
玉
出
考
に
も
鹿
皮
色
々
ご
あ
り
、

第
一
號
、
　
一
〇
七
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
　
第
ず
二
、
巻
　
　
一
維
一
統
　
　
r
ほ
本
ぐ
」
邊
羅
亡
の
貿
易
に
つ
「
量
て

、
別
に
犀
「
皮
牛
皮
秘
事
蛇
皮
鮫
．
皮
な
ざ
を
畢
、
げ
て
あ
る
。
・
本

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

邦
に
邊
羅
革
と
い
ふ
の
は
、
主
ビ
し
て
鹿
皮
に
つ
い
て
云

ふ
の
、
で
あ
ら
う
。
元
蘇
の
萬
寳
全
書
ま
た
天
萌
期
の
稻
葉

潤
沢
の
装
劒
奇
賞
蜷
お
よ
び
同
鑑
皮
精
斜
な
ご
塞

照
す
べ
き
で
あ
る
O

　
増
補
通
商
考
に
は
邊
羅
の
土
産
に
鶏
を
畢
げ
甚
大
な
り

ビ
註
し
て
あ
る
。
本
邦
に
い
は
ゆ
る
シ
ャ
ム
、
シ
ャ
モ
叉

シ
ャ
ム
ロ
ー
3
フ
も
そ
の
中
に
薦
す
る
わ
け
で
あ
る
。
貝
原

塞
翁
の
大
和
本
草
や
、
寺
島
良
安
の
和
漢
三
才
圖
會
に
は

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

邊
羅
鶏
ご
あ
る
が
、
貞
享
四
年
置
西
鶴
が
男
色
大
鑑
巻
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
ご
り

の
第
二
に
、
「
別
れ
に
つ
ら
き
沙
室
の
鶏
」
ご
題
し
て
圏
鶏

の
話
が
出
て
み
る
。
鍵
笑
覧
葺
に
は
こ
の
事
柄
姦

暦
二
年
以
前
の
事
こ
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
ご
シ
ャ
モ
の
輸

入
も
寛
永
こ
ろ
に
ま
で
遡
る
こ
ご
が
出
摩
る
。

増
補
通
商
考
に
は
逞
國
の
土
産
中
に
米
を
暴
げ
、
湯
来

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

也
皆
H
本
の
自
大
唐
ご
同
じ
、
船
の
足
か
た
め
に
積
來
る

者
な
り
し
ご
註
し
た
。
逞
羅
来
に
濾
し
て
は
、
太
田
銅
山

が
遜
三
叉
三
下
懇
に
於
て
抄
録
し
た
寛
交
十
こ
年
の
長
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
弾
號
　
　
高
・
○
八
、
（
、
「
○
入
）

の
古
記
録
、
に
歯
て
も
古
く
多
額
を
楡
嚇
し
た
こ
ご
が
推
察

さ
れ
る
。
遽
女
盛
に
、

　
人
物
、
是
等
ノ
國
（
野
獣
束
里
言
太
泥
）
ハ
皆
不
断
裸
ニ
テ
腰
ニ

　
　
　
　
サ
ラ
サ

　
木
綿
島
花
布
ノ
類
う
捲
キ
其
野
臥
ラ
肩
二
丁
ル
ラ
禮
儀
ト
ス
…

　
・
：
…
…
一
年
一
二
一
度
或
八
三
度
耕
作
ス
ル
故
二
米
穀
甚
易
ク
乞

　
巧
者
稀
也
卜
云
、

ご
あ
る
。
支
那
の
奮
史
古
地
誌
に
見
え
た
所
と
大
同
小
異

で
あ
る
が
、
染
物
ご
い
ひ
染
料
ご
い
ひ
、
米
穀
定
い
ひ
、
は

た
鐵
炮
こ
い
ひ
、
邊
羅
か
ら
の
楡
入
品
は
、
貿
易
史
上
頗
る

重
要
で
あ
っ
た
幣
と
ご
信
、
す
、
る
。
　
（
大
正
十
五
年
十
一
月
三
十
日
稿
）

（
註
）
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
、
　
一
五
六
〇
年
（
永
除
三
年
）
記
二
〃
所
に
於
て

　
京
都
の
総
懸
の
語
中
に
、
　
目
本
・
支
那
逞
羅
三
塁
の
こ
定
あ
り
し
為
指
摘
ゼ

し
が
、
今
日
新
着
の
同
書
第
二
圃
分
の
配
ホ
に
よ
り
て
検
す
ろ
に
、
一
五

　
山
山
九
年
（
・
氷
籐
十
ご
年
）
読
に
於
て
・
も
口
取
支
…
巡
の
三
國
な
．
併
猟
粥
ぜ
る
こ
ミ
㈲
分

　
ご
ケ
所
に
散
見
ぜ
り
。
朝
出
日
乗
上
人
ぜ
の
宗
論
に
關
す
る
…
除
下
に
出
で

れ
り
。
な
ほ
早
く
一
玉
蔵
〇
年
（
天
、
交
十
九
年
）
記
に
も
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

　
シ
ヤ
ヴ
イ
エ
ル
が
博
多
ミ
山
口
霊
に
至
り
し
な
り
の
儘
偶
の
語
中
に
も
日

本
支
那
天
竺
の
蹉
國
の
こ
ぜ
見
え
、
而
も
退
羅
に
天
竺
の
別
爾
な
る
こ
、
電

　
為
フ
ロ
イ
ス
に
識
ゼ
り
O
後
年
逞
羅
に
渡
航
ゼ
し
船
夫
穂
兵
薇
に
天
竺
穂

　
兵
衛
の
名
た
蹴
ハ
へ
、
そ
の
物
語
に
渡
天
．
物
請
の
穂
為
附
…
ぜ
し
由
來
も
こ
》

　
に
存
ぜ
り
霊
な
す
べ
し
O

　
な
ほ
フ
ロ
イ
ス
の
巨
本
藍
、
一
五
六
三
年
置
永
隷
六
年
）
読
為
見
る
に
、

　
同
年
葡
萄
牙
船
二
隻
の
外
、
　
逞
維
の
一
大
ジ
ャ
ン
ク
が
、
和
人
た
甲
比
丹

　
亡
し
て
、
西
肥
の
潮
瀬
浦
に
來
三
王
し
こ
ご
あ
り
O
退
國
の
鐡
材
ε
砧
石

　
芝
な
日
本
に
輸
入
す
る
由
の
寵
載
あ
る
臼
本
一
蹴
の
成
り
し
に
、
實
に
そ

　
の
璽
年
回
靖
四
十
三
年
甲
子
三
西
紀
．
一
五
六
四
年
）
我
が
永
藤
七
年
の
頓
な

り
書
す
O
　
（
丙
寅
十
二
月
一
日
灘
…
）


